
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

・技術相談件数　13,500件　・依頼試験件数　25,500件　・施設利用件数　12,500件
・研究開発実施件数　100件

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

17,600

25,500

68,925 54,604

修繕工事の実施（３か所） 58,477 54,486 9,076

3,268 4,389

1,431 1,037 1,430

合計 408,827 408,956

13,920 達成 12,500

13,600 18,161 達成

達成26,293 25,500 30,309

10,689 12,500

370,056

長野県の中核的技術支援拠点として、県内ものづくり産業の研究開発型への転換、新製品・新技術開発及び成長期待分野への参入を
支援し、地域経済の活性化に貢献する。

これまで蓄積した技術支援ノウハウを活かし、国際競争力を発揮する次世代産業の創出、基盤技術の高度化を支援するため、技術相談、
依頼試験、施設利用、研究開発等の事業に取り組んでいる。

成果目標の達成状況

項目

技術相談件数
（件）

依頼試験件数
（件）

施設利用件数
（件）

事業番号 07 04 08 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 工業技術総合センター事業費 担
当
課

部局 産業労働部

１　成長産業の創出 実施期間 T7 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

県内中小企業への総合的技術支援には県が主体的に取り組むことが必要

課・室 ものづくり振興課

総合５か年
計画

プロジェクト  １－１－１　次世代産業創出 E-mail mono@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１－１　信州をけん引するものづくり産業の振興

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

機器整備事業費 直接
成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

工業技術総合センター運営費 直接 センター運営に係る経費 299,206 281,240 300,557

特別研究事業費 直接 国等の提案公募事業の獲得につなげる研究の実施 3,420

機器整備（２機種） 46,293

緊急修繕事業費 直接

348,381 408,827 370,056

合計（A) 925,966

試験研究機関技術対策費 直接 大学等での研修及び外部評価委員会の実施

370,056
17,309

27年度 28年度

当初予算 385,522

補正予算 540,444 0 31,772

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの
財源

348,381 440,599

100
概　算
人件費

115.00 115.00 113.00 113.00

949,670

100 100 110 達成
893,413 300,737 408,956 研究開発実施件数

（件）

935,188

174,979 182,560 242,363 190,249

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

ものづく産業振興戦略プランに基づき、「次世代産業技術開発推進本部」を設置し、受託加工型企業の研究開発型への転換を促進する
ため、既存設備の維持管理、機器整備を行う。また、職員の技術向上を図るため、大学等への派遣や、独自の研究開発を実施していく。

目標に対
する成果
の状況

企業からの技術相談対応、先端機器を活用した依頼試験等積極的に取り組み、目標を達成した。

 概算事業費（B（A）+C） 1,843,083 1,250,407 1,344,144 935,188

949,670 935,188

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越 0

587,038 0 34,560

0 0 0

163,949 165,821 163,676 179,807

mailto:mono@pref.nagano.lg.jp

